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浮世絵で遊

ぶ郷
土
博
物
館
浮
世

絵
展

会

期
前
期
8
月
1
4日
(水
)まで

後
期
8

月
1
6日
(金
)～
9
月
1
6日
(月
)

開館5 周年記念

「 おもちゃ絵の世界」開催中
郷土博物館では、開館5 周年を記念し、浮世絵展「おも

ちや絵の世界」を開催しています。浮世絵というと、美人
画や風景画を想像しがちですが、おもちや絵には、それと
はまた一味違つたおもしろさがあります。常時80 点ほど展
示していますので、お子さんたちの夏休み中、ご家族連れ
で一度いらしてみてはいかがでしょうか。

〝
お

も
ち

ゃ
絵
〟
と
は

別
名
「
遊
び
絵
≒
絵
草
紙
」

「
絵
と
き
」「
絵
か
み
」
と
も
言

い
、
江
戸
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
子
供
用
に
描
か
れ
、
出
版

さ
れ
た
版
画
を
さ
し
ま
す
。
浮

世
絵
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
、

そ
の
こ
ろ
の
庶
民
の
暮
ら
し
や

子
供
た
ち
の
遊
び
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

お
も
ち
や
絵
は
、
今
か
ら
約
2
2
0

年
ほ
ど
前
に
威
立
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
化
・
文

政
時
代
T
8
0
4
8
1
8
3
0

年
)
ご
ろ
か
ら
は
、
英
泉
、

国
芳
、
国
貞
を
は
じ
め
、
歌
川

派
の
絵
師
た
ち
が
描
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

あ
だ
ち
に
ゆ
か
り
の
あ
る
広

重
や
北
斎
も
こ
の
お
も
ち
や
絵

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

見
る
・
作
る
・
遊
ぶ

一
口
に
お
も
ち
や
絵
と
い
っ

て
も
種
類
は
千
差
万
別
で
す

が
、今
回
は
、屁
る
鈿
も
ち
や

絵
、ぶ
る
恥
も
ち
や
絵
;

遊

夕

お
も
ち
や
絵
の
3
つ
に
分

け
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

。
見
る
"
お
も
ち
や
絵
は
、

教
訓
絵
や
単
語
の
図
解
な
ど
本

の
代
わ
り
と
な
る
も
の
で
す
。

動
物
、
魚
、
相
撲
力
士
な
ど
、

一
つ
の
テ
ー
マ
に
し
ぼ
っ
て
、

も
の
を
集
め
、
画
面
い
っ
ぱ
い

に
描
い
た
貳
の
づ
く
し
掵

な
ど
は
、こ
こ
に
入
り
ま
す
。

罹
る
‘
お
も
ち
や
絵
は
、

切
り
抜
い
て
組
み
立
て
る
組
み

上
げ
絵
、
着
せ
替
え
絵
な
ど
、

細
工
が
楽
し
め
る
お
も
ち
や
絵

で
す
。

畄

夕

お
も
ち
や
絵
は
、

双
六
(

す
ご
ろ
く
)
や
カ
ル
タ

の
よ
う
に

、
遊
び
の
道
具
と
な

る
も
の
で
す
。

夏
休
み
中
、
ご
家
族
で

、
江

戸
・
明
治
時
代
の
子
供
た
ち
を

め
ぐ
る
庶
民
の
文
化
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

。

お
も
ち
や
絵
の
か
わ
い
ら
し

さ
、
楽
し
さ

、ユ
ー
モ
ア
は

、子

供
た
ち
の
本
当
の
遊
び
の
原
点

を
見
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

「東京の花　鯔 籘 麗論 」 明治7 年( 1874年) 豊原国周

「新板 踊子桂付」
明治17年( 1884年) 歌川政信
切り抜いて、かつらを付け
替えて遊びます

「志ん板人力車づくし」
明治ごろ 歌川周重
人、力車というテーマにものをしぼ
って、固面いっぱいに描いていま
す( ものづくし絵)

「新板 みこし組上の図」
明治23年( 1890年) 歇川国利

切
り
抜
い
て

組
み
立
て
る
と

遊
ぶ

見 る

作 る

ビ
デ
オ
放
映
や
お
も
ち
ゃ
絵
販
売
も

会
期
中
、
館
内
で
木
版
摺
(

ず
)
り
千
代
紙
の
ビ
デ
オ
放

映
や
、
細
工
用
の
お
も
ち
や
絵

な
ど
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

郷 土博物館ご案内

大谷田5- 20- 1
3620- 9393 ▽ ヶ

W3620- 9292C テレホンサービス)

開館時間 午前9 時がら午後5 時
………… ( 入館は午後4 時半まで) 犬 ≒
休 館 日 毎週月曜日、ただし9 月16 日回は

匸 開館し、翌日休館
入 館 料 一般200 円、小・中学生100 円

( 20 人以上の団体は半額)

◆ 交通機関◆
J R 亀有駅北口がら東武バス( 六ツ木団地行、
八潮車庫行、木曽根行) で〈大谷田五丁目〉、バ
ス停下車、徒歩5 分。または、〔博物館経由六ツ
木都住行〕で、〈博物館前〉下車。駐車揚あり。

第13 回

足立 の花 火 大会

本
日
7
月
2
5日
(木
)

※
荒
天
の
場
合
は
2
6日

午
後
7
時
1
5分

～
8
時
4
5分

荒
川
河
川
敷

(
千
住
新
橋
～
西
新
井
橋
間
)

問
合
せ
先
　
観
光
協
会
事
務
局

(
中
央
本
町
庁
舎
こ
囘
工
振

興
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

葦
立
ち

湾
岸
戦
争
以
来
、
世
界
に

お
け
る
日
本
の
役
割
に
つ
い

て
の
論
議
が
さ
か
ん
で
す
。

ま
た
、
地
域
で
外
国
人
を

見
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
地
球
が
狹
く
な
っ

た
と
実
態
す
る
昨
今
で
す
。

今
年
の
区
モ
ニ
タ
ー
会
議

に
中
国
と
韓
国
の
方
が
参

加
、
活
発
に
発
言
し
て
い
ま

す
。
地
域
と
の
出
合
い
を
求

め
て
応
募
し
た
と
の
こ
と
。

私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
日
常

の
場
で
、
多
様
な
人
々
と
の

か
か
わ
り
を
考
え
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
際
化
の
過
程
で
、
風
俗

習
慣
の
違
い
、
言
葉
の
壁
か

ら
行
き
違
い
が
生
ず
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。こ
れ
を
克
服

す
る
に
は
、
お
互
い
の
視
界

を
広
げ
、
他
者
の
異
質
・
多

様
性
を
認
め
、
理
解
し
よ
う

と
努
力
す
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
昔
か
ら
、
ど
れ

程
多
く
の
も
の
を
外
国
か
ら

学
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。区

内
に
あ
る
海
外
技
術
セ
ン
タ

ー
の
在
学
生
は
、
将
来
、
自

国
の
国
づ
く
り
の
中
核
と
な

る
人
々
で
す
。
彼
ら
は
、
足

立
を
通
じ
て
日
本
を
理
解
す

る
で
し
ょ
う
。

冷
戦
か
ら
協
調
に
向
か
う

転
換
期
に
あ
っ
て
、
私
た
ち

は
、
人
と
人
を
結
ぶ
環
境
づ

く
り
膏
目
ざ
し
、
足
元
か
ら

新
し
い
国
際
化
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
行
動
を
と
っ
て
い
か

ね
ば
と
思
い
ま
す
。

区
長　
古
性
直
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安全で快適な 道路空間をめざして
2
1世
紀
の
あ
だ
ち
を
つ
く
る

都
市
計
画
道
路
の
第
二
次
事
業
化
計
画
策
定

平
成
3
年
か
ら
1
2年
の
1
0年
間
を
目
標

東
京
都
は
、
2
3区
都
全
体
の
都
市
計
画
遭
路
事
業
化
計
圖
の
見
攤
し
を
行
い
、
こ
の
ほ
ど
「
第
二
次
S

業
化
計
圃
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
平
成
3

年
か
ら
平

成
1
2年
の
1
0
年
間
を
目
標
に
し
た
も
の
で
す
。
今
後
、
都
お
よ

び
区
は

、
こ
の
新
し
い
計
躙
に
基
づ
き
都
市
計
躙
遭
路
の
整
備
を
迪
め
て

い
き
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
は

都
市
計
固
道
路
は
、
都
市
計

画
法
に
基
づ
き
、
東
京
2
3区
全

体
の
広
い
地
域
を
対
象
に
叶
圃

さ
れ
て
い
る
道
路
で
す
。

遭
略
は
、
都
市
の
骨
格
を
つ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と

な
る
重
要
な
都
市
施
般
で
す
。

ま
た
、
初
の

輸
送
や
通
励
・
通

学
・
買
物
な
ど
交
通
の
た
め
の

空
間
と
し
て
の

役
剛
だ
け
で
な

く
、
災
害
時
の
避
曜
や
火

災
時

の
防
災
活
動

、
さ
ら
に
都
市
内

の
風
通
し

を
よ
く
し
た
り
、
日

光
を
採
り
入

れ
明
る
く
す
る
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
攬
塊
保
全

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
電

気
、
上
・
下
水
道
等
の

都
市
供
給

施
設
の
埋
設
な
ど
、
私
た
ち
の

居
住
環
境
の
向
上
に
、
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す

。

都
市
計
画
道
賂
に
は
、
様
々

な
閣

類
が
あ
り
ま
す
が
、
交
通

機
能
別
に
分
類
す
る
と
、
表
―

に
見
る
よ
う
に
、
都
市
高
速
遭

路
、
幹
線
街
路
、
補
助
線
街

路

区
圃
衡
路
、

特
殊
街
路
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

表1　 自動車交通機能からみた分類

第
二
次
事
業
化

計
画
の
あ
ら
ま
し

2
3区
内
の

都
市
計
画
遭
路
に

つ
い
て
は
、
東
京
都
が
、
昭
和
5
6

年
に
見
直
し

を
行
い
、
平
成
2

年
度
ま
で
の
1
0
ヵ
年
で
、
完

成
も
し
く
は
着
手
す
る
略
線
と

し
て
、
前
期
事
業
化
予
定
路
線

を
定
め
ま
し
た

。

東
京
都
は
、
こ
の
前
期
事
業

化
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
に
伴

い
、
地
価
の
高
騰
、
関
連
諸
計

画
等
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め

、
区
部
の
禾

傭
手
路
線
に
つ
い
て
、
事
業
化

計
画
の
見
直
し
を
行

い

、
平
成
3

年
6

月
に
1
0
年
後

の
平
成
1
2
年
を
想
定
し
た

、
第

二

次
事
業
化
計
圃
を
策
定
し
ま

し
た

。
区
部
の
都
市

計
画
道
路
の

完
成
率
は
5
4
%

□
区
部
の

都
市
計
画
道
路
の

整

備
状
況

区
部
の
都
市
計
回
遭
路
は

、

平
成
二
年
度
末
(

見
込
み
)
で

計
画
延
長
千
刪
㎞
の
う
ち
、
完

成
延
憂
は
9
1
5柚
、
事
業
実
施
中

の

延
長
は

甬
㎞
、
未
番
手
延
長

は
6
3
9㎞
で

、
完
成
率
は
5
4
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。
(
表
2

参
照
)

□
前
期
事
業
化
予
定
路
線
の
整

備
状
況

昭
和
S

年
に
肝

画
し
た
前
朋

事
業
化
予
定
路
線
8
7区
間
9
8
㎞

の
う
ち
、
平
成
2

年
度
末
ま
で

に
6
5
区
間
4
8
㎞
に
一

手
し
て
お

り
、
一

手
率
は
、
区
間
で
7
5
%
、

延
長

で
4
9
%
と
な
っ
て

い
ま

す
。
(
表
3

参
照
)

表2　区部の都市計画道路の整備状況 平 成2 年 度
末 見 込 み

表3　 昭和56年前期事業化予定路線の整備状況 平 成2 年 度
末 見 込 み

前
期
事
業
化

予

定

路

線

東
京
都
は
、
現
在
事
業
を
実

施
し
て
い
る
路
線
哨
㎞
に
加
え

て
、
今
後
1
0
年
の
閠
に

、
優
先

的
に
一

手
ま
だ
は
完
成
す
べ
き

新
た
な
略
線
(

町
期
事
巣
化
予

定
路
線
)

と
し
て

。
2
1
9ぼ
関
1
7
9

㎞
を
選
定
し
ま
し
た
。

前
期
事
業
化
予
定
路
線
選
定
の

4
つ
の
基
本
的
考
え
方

事
業
化

予
定
路
線
の
選
定
に

あ
た
っ
て
は

、「
郡
市
俄
能
の
確

言
「
都
市

防
災
の
強
化
」「
地
域

環
境
の
保
全
」
お
よ
7

都
市
空

間
の
磴
言

の
4
つ
の

苓
罩
自
標

に
基
づ
き
、
そ
の
浚
の
社
会
経

済
情
勢
の

変
化
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
て

検
討
し
ま
し
た
。

□
都
市
機
能
の
観
点
か
ら

▽
交
通
を
分
散
し
、
道
路
混
雑

を
緩
和
し
、
都
市
相
互

間
の

連

絡
を
強
化
す
る
環
状
方
向

の

幹
線
道
路
(
環
状
6
号
線

、

環

状
8
号
線
等
)

を
優
先

す

る
▽
副
郡
心
の
育
成
、
都
市
の
再

開
発
や
大
規
儕
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
闘
連
の
都
市
計
画
遭
路
を

優
先
す
る

▽
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
圈

域
の
拡
大

に
有
効
な
都
市
計
画
遭
略
を

優
先
す
る

□
都
市
防
災
の
強
化
の
観
点
か

ら
▽
防
災
生
活
圏
の
外
郭
を
形
成

す
る
都
市
計
画
遭
略
を
優
先

す
る

▽
現
況
震
災
時
消
防
活
動
困
羅

区
域
の
解
消
に
有
効
な
都
市

計
画
遭
鵬
を
優
先
す
る

□
地
域
環
塊
の
保
全
の
観
点
か

ら
▽
通
過
交
通
を
排
除
し
、
歩
行

者
お
よ
ぴ
自
転
卑
交
通
の
安

全
や
公
害
の

防
止
に

育
効
な

都
市
計
回
遭
略
を
侵
先
す
る

▽
居
住
環
境
改
善
の
た
め
、
既

存
遭
路
の
混

雑
緩
和
に
有
効

な
都
市
計
画
遭
路
を

優
先
す

る
□
都
市
空
間
の
確
保
の

観
点
か

ら
▽
総
合
的
な
郡
市
整
偉
の
一
　

環
と
し
て
、
都
市
高
遠
道

略
、
地
下
鉄
等
他
の
都
市

施
設
に
関
連
す
る
都
市
計

画
遭
路
を
優
先
す
る

事
業
手
法
は

用
地
買
収

方
式
を
主
体

前
期
事

業
化
路
線
の

整
備

は
。
郡
・
区
か
必
要
な
土
地

を
賢
い
と
っ
て
行
う
r

用
地

賈
収
方
式
」
の
都
市
計
画

遭

路
事
業
を
主
体
と
し
て

塵
備

し
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
、
地
域
の

爽

哺
に
よ
り
公
園
。
上
・
下

水

道
、
広
場
な
ど
を
つ
く
り
、

快
適
で

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
す
「
土
地
区
画
整
理

事
業
」
や

、
密
集
し
た
木
造

家
塵
な
ど
を
高
騰
の
耐
火
建

築
物
に
し
、
オ

ー
ブ
ン
ス
ペ

ー
ス
を
生
み

だ
す
こ
と
に
よ

り
災
害
に
強
い

都
市
を
つ
く

る

「
市
街
地
再
開
発

事
業
」

な
ど

、
面
的
整
飼
手
法
を
活

用
し
て
整
爾
し
ま

す

。

事
業
の
進
め
方

今
回
決
定
さ
れ
た

、
そ
れ

ぞ
れ
の
路
線
の

事
業
実
施
時

期
に
つ
い
て
は

、
現
在

、
事

業
を
実
施
し
て
い
る
略
線
の

進
捗
状
況

、財
源
の
砲
保
等

、

条
件
の
整
っ
た
略

線
か
ら
順

呎
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く

よ
う
に
な
り
ま
す

。

ま
た

、
事
巣
化
予
定
路
線

の

事
業
実
施

に
あ
た

っ
て

は

、
事
業
に
着
手

す
る
以
前

に

、関
係
住
民
の

皆
さ
ん
に

、

事
業
の
内
容
を
畔
し

く
晩
明

し
ま
す

。

今
後

、
都
お
よ

び
区
は

、

相
互
に
協
力
し

、
財
源
の
確

保
を
図
弔

ご
と
も
に

、
庄
民

の
皆
さ
ん
の
ご
S

力
を
辱
な

が
ら

、
整
備
に
男

め
る
考
え

で
す

。

放射11 号線( 合人二丁目)

足
立
区
の
前
期
事
業
化

予
定
路
線
は
延
長
約
2
2㎞

足
立
区
内
の

前
期
事
業
化
予

定
路
線
(

お
お
む
ね
平
嵎
1
2
年

ま
で
に
完
成

、
も
し
く
は
一

手

す
る
路
線
)
は

、1
9路
線
2
7
区

間

、延
最
約
2

㎞
で
す

。(
第
4

面

表
6
参
照
)

こ
れ
ら
の
路
線
は

。
東
京
郡

の
選
定
基
準
と
足
立
区
独
自
の

調
査
に
基
づ
き

、
都
区

協
毒
を

行
い

、選
定
じ
た
も
の
で
す

。

足
立
区
の
調
齏
は

、
昭
和
5
6

年
の

「
東
京
都
市
肝
画

遭
路
再

検
討
の
基

本
方
針
お
よ

び
基

準
」
に
よ
る
都
市
計
図

道
路
の

計
画
基
準
を
受
け

、
次
に
示
す

ぶ

つ
な
道
路
の
整
爾
を
優
先
し

ま
し
た

。

□
都
市
防
災
の
強
化
に
有
効
な

道
路
整
備

▽
指
定
避
難
遭
路
で

瑪
退
輟
員

が
1
5
S
未
満
の
都
市
計
国
遭

路
▽
新
た
に
避
難
遭
路
と
し
て
指

定
鰹
爾
す
る
こ
と
の

必
要
な

都
市
計
画
遭
路

▽
震
災
時

、
消
防
活
動
の
面
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
都
市

計
画

道
路

□

ま
ち
の
骨
格
を
形
成
す
る
た

め
の
道
路
整
備

▽
瞬
線
道

路
の
交
通
夲
分

散
さ

せ

、
混

雑
緩
和
に
有
効
な
郡

市
計
画

遭
路

▽
放
射
H
号

、
放
射
1
2
号

、
補

助
圍
号

線
な
ど
南
北
略
線
の

整
爾
に

伴
い

、
道
路
整
爾
の

観
点
か
ら

特
に
急
が
れ
る
柬

西
方
向
の

都
市
計
画
道
路

□
居
住
環
境
整
備
の
た
め
の
道

路
整
備

▽
都
住
の
新

般
、
蕩
番
え
等

、

大
規
模
聞
発
に
伴
っ
て
生
活

環
境
の

改
善
に
有
効
な
都
市

計
画
道
路

□
地
域
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

の
道
路
整
備

▽
区
画
瞳
理
亊
業
に
ょ
ゑ

元
成

路
線
に
接
続
し

、
地
域
サ
ー

ピ
ス
の
向
上
に
有
効
な
都
市

計
匡
遭
路

▽
鉄
遭
な
ら
び
に
、
バ
ス
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
有
効
な
都
市

計
画
遭
略

□
他
の
ま
ち
づ
く
り

施
設
に
関

連

す
る
道
路
整
備

▽
舎
人
新
交
通
、
舎
人
公
園
、

水
回
廊
計
画
、
総
合
庁
合
、

再
闘
発
、
下
水
遭
塵
爾
な
ど

他
の
ま
ち
づ
く
り
厠
設
に
関

連
し
て
必
要
と
な
る
都
市
計

圓

遭
賂

竹ノ塚駅 街路( 竹の塚六丁目)

足
立
の
都
市

計
画
道
路
の

完
成
率
は
6
7
%

区
内
に
は

、
邱
路
蹄
図
・
I

㎞
の

都
市
計
應
道
路
が
計
画

決

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
内
の
郡
市
計
回
遭
路
整
爾

状
況
は
、
表
4
で
見
る
と
平
成
2

年
度
末
で
囹
・
2

㎞
が
完
成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
実

施
中
の
遭
路
延
長
は
6
.
8湎
で

、

米
一

手
の
道
路
延
長
は
4
5・
1

鈿
で
す
。
完
嵎
率
は
、
6
7
%
で
2
3

区
全
体
の
完
成
率
5
4
%
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
塵
偉
状
況
は
必
ず
し
も
良
好

な
も
の
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
特

に
。
東
西
方
向
の
補
助
翩
街

略

の
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
交
通

渋
濳
、自
動
車
に
よ
る
騒
音
、振

励
な
ど
居
住
環
埆
思
化
の
原

因

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
街

略
の

乗
整
備
は
、
防
災
活
励
や

災
害
時
の

避
難
行
動
を
難
し
い

も
の
に
し
て
お
り
。
早
急
な
整

儒
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
内
の

都
市
計
画
遭
路
の

ほ

と
ん
ど
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
都

や
区
画
整
理

鰕
合
が
事
業
主
体

と
な

っ
て
整

備
し
て
き
ま

し

た
。
し
か
し
、
昭
和
5
7
年
都
区

の
事
務
事
業
移
管
に
よ
り
、
区

で
も
都
市
計
画

遭
賂
の
整
爾
に

取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
た
め
。
区
は
昭
和
6
3
年

に
、
都
市
計
画
道
路
の
整
庸
を

担
当
す
る
、
土
木
郁
街
略
事
業

対
策
靈
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果

、
平
氓
元
年
度
に

完
或
し
た
禰
助
S

号
線
柴
原
立

体
交
差
工
亊
を
叨
め
、
現
在
、
4

路
線
6

区
間

、
約
2

千
窈
㎞

を
事
巣
実
施
中
で
す
。
(表
5

参

照
)

表4　 足立区の都市計面道路整備状況表5　都市計画道路足立区内事業実施状況　足立区施工

東京都施工

備 考　 事 業 実 施 中 路 線 は 、 以 上の ほ か 土 地区 画 整 理 事業 、 市 街 地再 開 発

事 業 等 に よ る も のも あ り ま す。

事
業
の
流
れ

都
市
計
画
遭
路
塵
備
は
次
の

よ
う
な
手
順
で

事
業
を
行
い
ま

す

。
(
フ
ロ
ー
図
穆
照
)

□

都
市
計
画
の

決
定

都
市
計
画
法
に
基
づ
き

、
都

市

施
設
と
し
て

計
画
決
定
し
ま

す

。
区
内
の
計
画
道
略
の
ほ
と

ん

ど
は

、
昭
和
4
1
年
以
前
に
計

画

決
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

□

事
業
説
明
会

事
巣
計
画
の
概
要

、
事
業
の

工

程

、
昴
a

、
用
地
買
収
の
日

糧
等
を
説
明
し
ま
す

。

□

現
況
測
量

事
業
の
範
囲
を
足
め

、
建
物

工
作
物
等

。
土
地
利
用
状
況
を

知
る
た
め
の

測
一

を
行
い
ま

す

。

□
用
地
測
量
説
明
会

宅
地
ご
と
の
事
業
用
地

測
一

お
よ
び
塊
界
確
定
立
ち
会
い
に

つ

い
て

説
明
し
ま
す

。

□
用
地
測
量

買
収
範
囲
を
確
定
し

、
関
係

者
立
ち
会
い
の
も
と
に
土
地
境

界
杭
の

確
認
を
行
い
串
す

。

□
都
市
計
画

事
業
認
可

都
市
計
画
法
第
5
9
条
に
基
づ

き

、
建
設
大
臣
ま
た
は
都
遭
府

県
知
事
の
記
可

、
あ
る
い
は
承

認
を
受
け
ま

す

。
事
業
認
可
に

よ
り
各
種
の

法
的
効
果
が
生
じ

ま
す

。

□
用
地
説
明
会

用
地
買
収
の
手
順
や
補
償
内

容
お
よ
び
生
活
再
建

措
置
等
に

つ
い
て
説
明
し
ま

す

。
ま
た

、

物
件
調
査
の
協
力

を
お
願
い
し

ま
す

。

□
土
地
・
物
件
調
査

事
業
施
行
に
伴
い

移
転
し
て

い
た
だ
く
建
靭

、門
扉

、井
戸

。

樹
木

、
庭
石
頬
等
に
つ
い
て
そ

の
用
途

、構
造

、敬
一

、
権
利
関

係
等
を

詳
し
く
飼
査
し
ま
す

。

□
権
利

者
と
協
議
・
契
約
補
償

金
等
支
払
い

土
地

価
格
の
評
定

、
建
物
等

の
補
僕
額
の
算
定
を
行
い

、
土

旭
所
有
者
な
ら
び
に
関
係
人
の

方
と
そ

れ
ぞ
れ
協
議
し
ま

す
。

協
議
が
整
い
零

歹
と
契
約
を

締

結
し

。
契
約
金
を
お
支
払
い
し

ま
す

。

□
工
事
説
明
会
お
よ
び
工
事
着

工地
元
住
民
の
皆
様
に
エ

亊
の

内
容

、工
程

等
を
説
明
し
ま
す
。

工
事
は

、
上
・
下
水
道

、
ガ
ス

等
の
地

下
埋
股

物
工
事
施
エ

礇

、退
路
工

事
を
施
工
し
ま
す
。

□
工
事
峻
工
・
開
通

工
事
完
了
唆

、
関
係
各
厩

関

の
立
ち
会
い

、
引
き
継
ぎ
を
吁

い
ま
す

。
遭
路
法
に
よ
る
供
用

開
始
の
手
続
き

を
行
い
遭
路
閲

通
と
な
n
ま
す

。

都 市 針 画 道 路 事 業 実 施 フロ ー

▲ 工 事 施 工 前 ▲ 工事施工後

事
業
実
施
に

あ
た
っ
て

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は

土
地
所
有
者
お
よ
び
関
係
者
の

方
々
に
次
の
よ

う
な
制
度
を
活

用
し
な
が
ら

、
事
業
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

。

□
生
活
再
建
措
置

事
業
実
施
に

あ
た
り

、
生
活

再
建
箔
置
と
し
て

。

▽
移
転
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん

▽
都
営
住
宅
へ
の
あ
っ

せ
ん

▽
代

香
地
の
あ

う
せ

ん
等
が
あ
り
ま

す
。

□
税
金
の
優
遇
措
置

公
共
事
業
の

篤
行
に
伴
い
土

地

等
を
躍
り

渡
し
た
と

き
に

は

、▽
膿
渡
所
槫
に
対
す
る
課
税

の
特
例

▽
不
動
産
取
萼
税

の
課
税
の
特
例

等
の
税
優
遇
措
置
が
あ
り
ま

す

。

□

都
市
整
備
用
地
の
先
行
取
得

制
度

事
業
実
施
か
近
い

将
来
見
込

ま

れ
て
い
る
略
線
は

、
事
業
肥

可
肋
で
あ
っ
て

も

、
住
民
か
ら

の
買
取
り
要
望
の
あ
る
用
地
に

つ
い
て
は

、
用
地
を
先
行
し
て

取

得
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

。

事
業
の
実
施
時
期

第
二
次
前
期
事
業
化
予
定
路

線
の

実
施
時
期
は

、
東
京
都
と

協
議
し
な
が
ら

、
昭
和
5
6
年
の

前
期
一

粲
化
略
線
の
乗
S

手

路
線
や
他
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
で
緊
急
を
要
す
る

路
線
を

優
先
し
て
S

巣
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
す

。

ま
た

、
今
回
の
計
画
に

も

れ
た
路
線
で
も
防
災
対
策

。

地
区
計
画

、
地
域
の
方
々
の

要

望
等
で
平
虞
1
2
年
ま
で

に

事
業
を
哭
施
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま

す
。

道
路
づ
く
り
に

ご
協
力
を

遍
略
整
備
は

、
道
略
用
地

の
提
供
を
は
じ
め

、
エ
S

中

の
騒
音

、
交
通
処
理
の
問
題

な
ど

、
沿

道
の
方
々
の
協
力

が
あ
っ
て

初
め
て
実
施
す
る

こ

と
が
で

き
穿

歹
。

籘
日
な
に
げ
な
ぐ
通
っ
て

い
る
道
略
も
多
く
の
方
の

協

力
が

あ
っ
て
で

き
て
い

ま

す

。2
1世
紀
に
向
け
て

、
安
全

で
快

適
な
ま
ち

を
つ
く

る

「
足
立
の

ま
ち
づ
く
り
」
の

基
盤
と
な
る
都
市
計
画
遭
略

整
備
に

、
区
民
の

皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

。

東武大師線高架運行を開始
7 月26日　始発から

東
京
都

、
足
立
区
お
よ
び
東

武
映
道
㈱
で
は

、
東
武
鉄
道
大

師
線
西
新
井
駅
1
大

師
前
駅
間

約
3

厄
の
高
架
化
事
業
を
進
め

て
孝
ま
し
た
が

、
こ
の
ほ
ど

、

高
架
化
工
事
が
完
成
し

、7
月
2
6

日
始
発
か
ら
高
架
線
路
で
運

行
を
開

始
し
ま
す

。

駅
郎
や
取
り
付
け
部
お
よ
び

交
差
道
略
の
整
備
は

、
平
成
4

年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す

。

閥
合
せ
先

ぷ
庁
舎
(
千
住
)
　

都
市

計
画
課
・
計
画
飼
鰹

第

一
係
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足 立 区 都 市 計 画 道 路

あなた のまちに新し い道が生ま れます
足立区前期事業化
予定路線図

表6　前期(おおむね平成12年まで)に完成
もくしは着手すべき路線

問 い合せ先　土木部街路事業対策室
3602 ―9870

表7　足立区内の都市計画道路一覧表
平成3 年4 月現在

備 考　1. 都 市 高 速 道 路 は 除 く

2. 路 線 番 号 欄 の う ち放 は 放 射 線 。 環 は 環 状 線 、 補 は補 助 線。

付 属 は 都 市 高 速 道 路 付 属 街 路 、 足 区 街 は 足 立 区 画街 路 の

略 称 で す。

凡 例
標準横断構成図

区施工の標準計画幅員はW=16. 0m です。幅員構成は

車道幅員W=9. 0m 、歩道幅員W=3. 5m です。

▲ 補助
274 号線

(

大谷田
一 丁目

)

▲補助 258号線
(栗原立体交差

)

▲ 補助 295
号線

(入谷大橋完成予想
図

)

▲ 補助258号線
(平野

二 丁目
)



1991 年( 平成3 年) 7 月25 日あ だ ち 広 報第915 号 ( 6)

< ら し の

情
報

本 庁舎( 千 住) へ のお 問い 合 わせ は …

3882- 1111 ㈹
本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わ せ は
そ れ ぞ れ の 電 話 番 号( 緑 色) へ 。

お
し
ら
せ

老
人
会
館
の

長
期
休
館

老
人
会
館
は
、
浴
室
拡
張
工

事
な
ど
の
た
め
。
次
の
と
お
り

長
期
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間
8
月
1
日～
平
成
　

4
年
5
月

問
合
せ
先

老
人
会
館

啻
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

公
園
の
休
園

谷
在
家
東
公
園
は
、
雨
水
流

出
抑
制
工
事
の
た
め
、
平
成
4

年
3
月
ま
で
休
園
し
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

公
園
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

こ
の
夏

新
し
く
な
っ
た

中
央
図
書
館
へ

改
修
工
事
の
た
め
長
期
休
館

し
て
い
た
中
央
図
書
館
が
、
8

月
1
日
か
ら
開
館
し
ま
す
。

新
刊
一
も
多
数
取
り
そ
ろ
え

ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

な
お
、
図
書
館
の
周
囲
を
プ

チ
テ
ラ
ス
に
す
る
た
め
、
も
う

し
ば
ら
く
工
事
が
続
き
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
中
央
図
書
館
で
は
、

子
供
向
け
の
「
お
は
な
し
会
」

を
毎
週
水
曜
日
の
午
後
3
時
3
0

分
か
ら
4
時
に
。「
映
国
命

を

毎
週
日
曜
日
の
午
前
と
午
後
の
2

回
、
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
の
一
日
、親
子
で
ぜ

ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
図
書
館

豐
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

雲
仙
・
普
賢
岳

災
害
義
援
金

6
月
2
5日
号
の
あ
だ
ち
広
報

で
お
知
ら
せ
し
た
「
雲
仙
・
普

賢
岳
噴
火
」
災
害
義
援
金
の
受

け
入
れ
口
座
、
お
よ
び
手
数
料

免
除
期
間
が
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

受
け
入
れ
口
座
(
郵
便
振
替
口

座
)

▽
口
座
番
号…
東
京
災

5
-
6
5
1
7
8
5

▽
口

座
名
義
…
日
本
赤
十
字
社
長

崎
県
支
部
長

手
数
料
免
除
期
間
7

月
末
日

ま
で

多
く
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

地
域
振
興
課

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

福

祉

平
成
4
年
1
月

児
童
手
当
が

大
幅
改
正

現
在
、
児
童
手
当
は
、
義
務

教
育
就
学
前
の
児
童
を
含
む
1
8

歳
未
満
の
児
童
を
2
人
以
上
養

育
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額

に
満
た
な
い
方
に
支
給
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
平
成
4
年
1
月
か

ら
、
お
も
に
次
の
点
が
改
正
さ

れ
ま
す
。

①
支
給
対
象
が
「
第
2
子
以

降
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
」
か

ら
「
第
1
子
以
降
3
歳
未
満
ま

で
」
と
な
り
、
児
童
が
I
人
で

も
3
歳
に
な
る
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
。た
だ
し
、
児
童
が
1
人

で
も
対
象
と
な
る
の
は
、
そ
の

児
童
が
平
成
3
年
1
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
て
い
る
場
合
に
限

り
ま
す
。

②
支
給
対
象
年
齢
は
、
現
在

の
義
務
教
育
就
学
前
か
ら
段
階

的
に
引
き
下
げ
ら
れ

、
平
成
4

年
1

月
か
ら
は
5

歳
未
満
、
平

成
5

年
1

月
か
ら
は
4

歳
未

満
、
平
成
6

年
1
月
か
ら
は
3

歳
未
満
と
な
り
ま
す
(

表
1
)

。

③
手
当
額
は
、
現
在
の
支
給

月
額
「
第
2
子
2

千
瞋
円

、第
3

子
以
降
5

千
円
」か
ら
「
第
1
子
5

千
円
、
第
2
子
5

千
円
、
第
3

子
以
降
1

万
円

」
と
な
り
ま

す
(

表
2
)

。

※
所
得
制
限
は
従
来
ど
お
り
で

す
(

表
3
)

。

な
お
、
平
成
3

年
1
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
I
人
だ

け
の
方
の
申
請
は

、1
1月
か
ら

受
け
付
け
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
現
行
の
制
度
に
該
当

す
る
が
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
方
(
第
2

子
が
今
年
生
ま
れ

た
方
も
含
む
)
や

、
既
に
手
当

を
受
給
中
で
第
3

子
以
降
の
児

童
が
生
ま
れ
た
方
は
、
す
ぐ
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

児
童
助
成
係

表1 実施時期(平成4 年1 月から実施) 〈経過 措置 〉

表2 手当額( 月 額)表3 平成3 年度所得
制限額表

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手

帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
由
な
方
が
各
種
の

援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

手
帳
で
す
。障
害
(
視
覚
、聴

覚
、平
衡
機
能
、音
声
・
言
語
、

そ
し
ゃ
く
機
能
、肢
体
不
自
由
、

心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う

こ
う
。直
腸
、小
腸
機
能
)
の

程
度
に
よ
り
、1
～
6
級
に
区

分
さ
れ
ま
す
。

手
帳
の
交
付
に
必
要
な
診
断

書
(福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
)

の
費
用
の
う
ち
一
部
(
内
部
障

害
は
3
千
円
、
そ
の
他
の
障
害

は
2
千
円
が
限
度
)
は
、
区
が

補
助
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
4
)

□
愛
の
手
帳

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
が

各
種
の
援
護
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
手
帳
で
す
。障
害
の
程

度
で
1
～
4
度
に
区
分
さ
れ
ま

す
。

申
請
先

▽
1
8歳
以
上
の
方
・
:

都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー

啻
(
3
2
0
3
)
6
1
　
4
1

▽
1
8歳
未
満
の
方
・
:

都
・
足
立
児
童
相
談
所

き

(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

※
手
帳
を
お
持
ち
で
、
次
の
事

項
に
該
当
す
る
方
は
、
福
祉
事

務
所
へ
必
ず
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い

。

▽
住
所
を
変
更
し
た

と
き

▽
氏
名
を
変

更
し
た
と
き

▽
死

亡
し
た
と
き

▽
手

帳
を
紛
失

、
破
損
し

た
と
き

く
わ
し
く
は
、
各

徭
祉
事
務
所
(
表
4
)

へ

。

表4 福祉事務所一覧
ひとり親家庭で

困ったとき

家政婦さんを
無 料 で 派 遣

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
ま
た
は
お
子

さ
ん
が
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で

一
時
的
に
家
事
や
育
児
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
、
家
事
な
ど

の
日
常
生
活
の
手
伝
い
を
す
る

家
政
婦
さ
ん
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象

児
童
育
成
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
り
、
中
学
生
以
下

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家

庭
派
遣
回
数
1

度
の
申
請
に
つ

き
5
回
以
内
(
年
間
2
0回
ま

で
)

派
遣
時
間

午

前
7

時
か
ら

午
後
7
時
ま

で
の
間
で

、8

時
間
ま
た

は
4

時
間
を

I
回
と
し
ま

す
申
込
方
法

疾

訶
を
証
明
で

き

る

も

の

(
診
察
券
等
)

と
印
か
ん
を

持
参
し
、
直

接
窓
口
へ

※
緊

急

の
場

合
、
代
理
人
ま
た
は
電
話
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)
・
児
童
助
成
係

保

険

国
民
健
康
保
険

納
入
通
知
書
を

発
送
し
ま
し
た

今
回
送
付
し
た
納
入
通
知
書

の
保
険
料
は

、
平
成
3
年
度
の

住
民
税
に
基
づ
き
計
算
し
て
い

ま
す

。

た
だ
し

、
平
成
3

年
度
の
住

民
税
が
確
定
し
て
い
な
い
方

(
申
告
の
遅
れ
て
い
る
方
等
)

は

、
平
成
2

年
度
の
住
民
税
に

基
づ
き
計
算
し
て
あ
り
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
方
に
は
、
平
威
3

年
度
の
住
民
税
が
確
定
次
第
、

正
し
い
保
険
料
に
変
更
し
た
納

入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

。

※
国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限

は
毎
月
末
日
で
す

。
お
近
く
の

区
民
事
務
所
、
ま
た
は
各
金
融

機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

資
格
賦
課
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

保
養
所

ご
利
用
く
だ
さ
い

日
光
林
間
学
園

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
日
光

へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
光
林
間
学
園
は

、
東
武
日

光
駅
か
ら
約
2

㎞

。
観
光
の
拠

点
と
し
て
最
適
で
す

。

利
用
可
能
日
9
月
1
4
～
1
6
日
　

・
2
1
～
2
3
日
・
2
8
～
2
9
日
、

1
0
月
5
～
6
日
・
1
9
一
～
1
3
日
　

・
1
9
～
2
0
日
・
2
6
～
2
7
日

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

を
代
表
と
す
る
2

人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
(

未
成
年
者
の
み

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
)

利
用
料
金
(

―
泊
)

▽
使
用

料
・・
大
人
千
刈
円

、
子
供
6
0
0
　

円

▽
食
事
料
・
:
大
人
千
7
0
0
　

円

、
子
供
8
0
0円(

昼
食
瞋
円

は
希
望
者
の
み
)

申
込
方
法
8

月
1

日
、
午
前

9
時
か
ら
電
話
予
約
、
ま
た

は
直
接
窓
口
へ

※
申
し
込
み
は
利
用
日
の
5

日

前
ま
で
で
す

。

申
込

・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
校
外
学
園
係

伊
豆
高
原
・
湯

河
原
あ
だ
ち
荘

1
0月
分
の
利
用
案
内

1
0月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

下
表
の
と
お
り
で
す

。(
ガ
キ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
保
養
所
に
つ
き
I

グ
ル
ー
プ
(
区
内
在
住
・
在
勤

者
の
み
)
1

枚
に
限
り
ま
す

。

重
複
申
し
込
み
や

、
期
限
を

過
ぎ
た
申
し
込
み
は
無
効
に
な

り
ま
す
。
な
お

、
―
人
で
の
宿

泊
は
で
き
ま
せ
ん
。

蕩 河 原あ だち 荘

あなたの車は
大丈夫ですか
保管場所法改正

7
月
1
日

。
自
動
車
の
保

管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る

法
律
(
保
管
場
所
法
)
が
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た

。

▽
新
た
に
軽
自
動
車
を
保
有

す
る
場
合
、2
3区
内
に
使

用
の
本
拠
の
位

置
が
あ
る
方
は

響
察
署
に
保
管

場
所
の
届
け
出

が
必
要
で
す

▽
自
家
用
自
動

車
、
車
庫
届
出

を
し
た
軽
自
動

車
の
保
有
者

は
、
保
管
場
所

を
変
え
た
と
き
、
警
察
署

に
届
け
出
が
必
要
で
す

▽
車
庫
証
明
の
交
付
を
受
け

た
方
や
軽
自
動
車
の
届
け

出
を
し
た
方
、
ま
た
は
保

管
場
所
の
変
更
届
を
し
た

方
に
は
車
庫
シ
ー
ル
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
交
付
を
受

け
た
方
は
、
自
動
車
の
後

部
ガ
ラ
ス
(
後
部
ガ
ラ
ス

が
な
い
場
合
は
車
体
の
左

側
面
)
に
は
り
付
け
て
く

だ
さ
い

▽
保
管
場
所
の
な
い
自
動
車

の
保
有
者
は
、
公
安
委
員

会
の
命
令
で
保
管
場
所
が

確
保
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の

自
動
車
の
使
用
が
で
き
な

く
な
り
ま
す

▽
道
路
を
車
庫
代
わ
り
に
使

用
し
た
場
合
は
3
ヵ
月
以

下
の
懲
役
、2
0万
円
以
下

の
罰
金
が
、
道
路
に
長
時

間
駐
車
し
た
場
合
は
2
0万

円
以
下
の
罰
金

が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま

し
た

放
置
駐
車
は
、

多
く
の
人
に
迷
惑

を
か
け
、
交
通
の

円
滑
な
流
れ
を
阻

害
す
る
ば
か
り

か
、
交
通
事
故
の

原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、

車
を
駐
車
場
に
止
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

A
足
立
区
、
千
住
・
西
新

井
・
綾
瀬
警
察
署
V
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みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　3880- 5351

本庁舎(千住) ・保健予防係 　3882- 1111 ㈹

健

康

障害児歯科診療

在宅寝たきり老
人訪問歯科診療

区
で
は
、
足
立
区
薗
科
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
次
の
歯
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
軽
・
中
度
の
障
客
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
療
所
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
方
に
、
歯
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
1
8歳
未
満

で
、
軽
・
中
度
の
障
害
が
あ

り
、
診
療
場
所
ま
で
通
院
可

能
な
方
(
ご
家
族
の
同
伴
が
　

必
要
で
す
)
。な
お
、璽
度
の
　

方
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

診
療
日
時
毎
週
木
・
土
曜
　

日
、午
前
9
時
～
正
午
(
祝
　

日
を
除
く
)

診
療
場
所

歯
科
医
師
会
口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー

□
在
宅
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯

科
診
療

寝
た
き
り
で
、
一
般
の
歯
科

診
聚
所
に
通
え
な
い
お
と
し
よ

り
の
方
に

、
歯
科
医
師
が
訪
問

し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
6
5
歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
で

、
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
方

往
詒
日
時
毎
週
火
～
土
曜
日
　
　

(
日
時
は
事
前
に
連
絡
し
ま

す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
本

人
の
健
康
状
態
や
歯
の
状
態
な

ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め

、

診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
が
か
か
り
ま
す
。

―

い
ず
れ
や

卜

申
込
日
時
毎
週
火
～
土
曜
　

日
、午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
　

・
午
後
1

時
～
3

時
3
0
分

(
祝
日
を
除
く
)

申
込
方
法

電
話
予
約

費
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先
歯
科
医
師
　

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
♀
　

住
―
-
5
-
5
歯
科
医
師
　

会
館
2
階
)
S
(
3
8
8
　

2
)
3
8
8
2
、F
A
χ
(
3
　

8
8
2
)
6
2
0
`
j

葛
飾
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
の
移
転

6
月
1
8日
か
ら
葛
飾
区
亀
有
5
1
1
4
1
1
5
(
J
R

亀
有
駅
北

口
下
車
、
徒
歩
5
分

、
東
部
地

域
訶
院
北
側
)

へ
移
転
し
ま
し

た
(
旧
住
所
=

葛
飾
区
立
石
5
1
1
1
(
-
2
5
)

。
今
後
と
も
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

。

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ご
協
力
く
だ
さ
い

8
月
の
献
血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。日
程
は
表
5
の
と
お
り
で

す
。

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時
～
午
後
3
時
3
0分
(
昼
食

・
休
憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

・
‘
(
5
6
8
2
)
　
2
8
0
1

、本
庁
舎
♀
住
)

・
保
健
予
防
係

表5　8 月の献血予定

募

集

保
育
園
臨
時
職
員

申
込
資
格
1
8
歳
以
上
5
5歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
場
所
各
区
立
保
育
園

勤
務
職
種
・
時
間
・
賃
金
▽
　

産
休
・
病
欠
代
替
職
員
…
午
　

前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
　

分
(
土
曜
日
は
午
後
1
時
3
0
　

分
ま
で
)
、時
給
6
9
0
円
▽
土
　

曜
日
保
育
・
土
曜
日
給
食
用
　

務
職
員
…
午
前
8
時
3
0
分
～
　

午
後
卜
一
時
3
0
分
、時
給
刪
円
　

▽
特
例
保
育
職
員
…
午
前
7
　

時
3
0
分
～
9
時
3
0
分
お
よ
び

午
後
4
時
～
6
時
(
ど
ち
ら
　

か
で
も
可
)
、時
給
7
4
0
円
▽
　

夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
…
7
　

月
下
旬
～
8
月
末
日
ま
で
の
　

3
0
日
間
、午
前
8
時
3
0
分
～
　

午
後
5

時
1
5分
(

土
曜
日
は

午
後
1

時
3
0分
ま
で
)
、時
給

6
9
0
円

※
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
等
を

登
録
し

、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

連
絡
し
ま
す

。
登
録
は
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
保
育
第
一
係

心身障害児の
皆 さ ん へ

「むさしの村」で
夏休みの思い出を

区
内
在
住
の
心
身
障
害
児
と

そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
。
バ

ス
で
「
む
さ
し
の
村
」
へ
ご
招

待
し
ま
す
。

日
時
8

月
2
0日
(
火
)

※
集
合
時
間
・
場
所
等
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
8

月
2
日

申
込
先

足
立
区
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
・
杉
野

雲
(
3
8
9
8
)
7
1
3
7

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)・

障
害
福
祉
課

年

金

8
月
の

ね
ん
き
ん
相
談

日
時
8
月
7
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階

、

国
民
年
金
課
前

内
容

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ

つ
と
し
た
疑
問
や
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
事
に

、
足
立
社
会
保

険
事
務
所
の
担
当
官
が
答
え

ま
す

※
「
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

は
毎
月
第
1
水
曜
日
に
開
設
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

2
0歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
加
入

手
続
き
を

2
0歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
方
が

加
入
す
る
国
民
年
金
は
、
老
後

を
迎
え
た
と
き
の
ほ
か
、
障
害

者
等
に
な
っ
た
と
き

、
生
活
の

安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す

。

4
月
1
日
か
ら
は

、
2
0
歳
以

上
の
学
生
の
方
も
国
民
年
金
の

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た

。
こ
れ
に
よ
り

、
学
生
期
間

中
の
障
害
基
礎
年
金
や
老
齢
基

礎
年
金
の
満
額
受
給
資
格
期
間

が
保
障
さ
れ
ま
し
た

。

ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
印
か
ん
を
持
参
の
う

え

、
国
民
年
金
課
ま
た
は
各
区

民
事
務
所
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い

。

な
お
、
厚
生
年
金
、
、
共
済
組

合
等
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
手
続
き
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

税

金

ご
相
談
はお早

め
に

平
成
3
年
度
特
別
区
民
税
・

都
民
税
第
1
期
分
と
軽
自
動
車

税
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

納
期
限
が
過
ぎ
ま
す
と
高
率

の
延
滞
金
(
年
率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
、
非
常
に
不
利
益

で
す
。
ま
た
、
理
由
な
く
滞
納

す
る
と
差
押
え
等
の
処
分
を
受

け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

事
情
が
あ
っ
て
納
付
困
難
な

場
合
や
、
不
明
な
点
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
9
{○

生
活
環
境

土
地
利
用
現
況

調
査
に
ご
協
力
を

区
で
は

、
都
市
計
画
法
お
よ

び
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

き

、
お
お
む
ね
5
年
ご
と
に
区

内
全
域
を
対
象
に
「
土
地
利
用

現
況
調
査
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
土
地
利
用
計

画
や
各
種
行
政
計
画
の
基
礎
資

料
と
な
る
重
要
な
も
の
な
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
方
法
区
が
委
託
し
た
調
　

査
員
が
区
内
の
土
地
・
建
物
　

を
現
地
で
外
観
目
視
し
ま
す

調
査
期
間
7
月
下
旬
～
9
月
　

下
旬
(
予
定
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・

都
市
計
画
係

ひ
ろ
ば

催
し
物

☆
足
立
江
戸
友
禅
染
絵
展
7

月
2
4～
2
9日
、
午
前
1
0時

～
午
後
6
時
(
2
4日
は
午
後
1

時
1
6
時
)
/
西
新
井
区

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
大
沢

・
l

(
3
8
9
9
)
4
9
2
2

☆
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
嗣
習

会
7

月
2
9日
(
月
)
、午
前
1
0

時
～
正
午
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
体
育
館
/
小
学
生
/
5
0
0

円
/
野
口

豐
(
3
8
8
9
)
8
5
5
2

=
募

集
=

☆
東
京
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ

毎
週
日
曜
日
お
よ
び
祭

日
/
中
高
年
向
け
(
イ
キ
ン

グ
/
年
会
費
2
千
4
0
0
円
/
平

松

さ
(
3
8
9
0
)
4
6
3

☆
竹
峰
会
(
一
道
)
毎
週

木
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
/
竹
ノ
罹
セ
ン
タ

ー
/
月
額
2
千
5
0
0
円
/
小
池

a
(
3
8
9
0
)
4
8
6
5

☆
俳
句
会
毎
月
第
3
土
曜

日
、午
後
1
時
～
4
時
/
竹

ノ
塚
セ
ン
タ
ー
/
月
額
伽
円
/

阿
部

豐
(
3
8
8
4
)
8
4
3
8

☆
正
宗
太
極
拳

毎
月
第
2

・
4
土
曜
日
、
午
後
6
時
～
8

時
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
入

会
金
2
千
円
、
月
額
3
千
円
/

中
村

・
l
(
3
6
0
2
)
2
2
9
6

☆
社
交
ダ
ン
ス
毎
週
木
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
/
産

業
振
興
館
/
入
会
金
2
千

円
、
月
額
3
千
緊
円
/
青
木

豐
(
3
8
8
8
)
1
6
9
0

☆
雫
(
し
づ
く
)
時
吟
僉

毎
月
第
―
・
4
木
曜
日
、午

後
7
時
～
8
時
3
0
分
/
竹
ノ

筱
セ
ン
タ
ー
/
月
額
3
千
円

/
稲
葉
a
(
3
8
8
3
)
I

☆
相
撲
連
盟
会
員
4
月
～

1
0月
の
毎
週
日
曜
日

、
午
後
1

時
1
3

時
/
北
千
住
公
園
/

一
般
男
子
お
よ
び
中
学
・

高
校
生
/

一
般
男
子
・
:年
額
1

万
円
、
学
生
・・・
無
料
/
宝

田
a
(
3
8
8
8
)
4
3
4
9
(

午
後
8

時
以
降
)

☆
文
芸
同
人
誌
「砂
」の
会

毎
月
第
1
土
曜
日
午
後
6

時
3
0
分
～
9
時
/
轟
(
ひ
ぴ

き
)
印
刷
♀
代
田
区
神
田
佐

久
間
町
)
/
同
人
誌
の
発
行
、

合
評
会
/
月
額
崩
円
/
小
林
`

一
(
3
8
8
2
)
5
1
7
9

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

掲
示

板

□
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
梧
募
集

応
募
資
格

都
民
お
よ
び
都

内
に
通
動
・
通
学
の
方

応
募
方
法

▽
(
ガ
キ
ー
通

に
ひ
と
つ
の
標
語
を
記
入

▽
応
募
作
品
は
未
発
表
の

も
の
に
限
る

▽
(
ガ
キ

に
は
標
語
の
ほ
か
郵
便
番

号
、
住
所

、
氏
名
、
年
齢
、

職
業

、
電
話
番
号
を
明
記

※
都
外
の
居
住
者
は
、
勤
務

先
ま
た
は
通
学
先
の
所
在
地

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

応
募
期
限
8

月
1
6日
消
印

有
効

選
考
方
法

「
駅
前
放
置
自

転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

I
ン
推
進
委
員
会
」
が
審

査
し
、
入
選
者
に
は
9
月

下
旬
に
通
知

表
彰
等

▽
最
優
秀
作
I
点

▽
優
秀
作
5
点

▽
優
艮

作
1
0点

※
入
選
作
品
の
著
作
権
は

東
京
都
に
帰
属
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
生

活
文
化
局
交
通
安
全
対
策

室
(
〒
1
6
3
-
0
1
新
宿
区
西

新
宿
2
j
8
1
1
)

S
(
5
3
8
8
)
3
1
2
6

□
第
1
7回
足
立
区
障
害
者
夏

ま
つ
り

日
時
7

月
2
8日
(
日
)
午

後
4
時
～
8
時

場
所

都
立
城
北
養
護
学
校

対
象

障
害
者
と
そ
の
家

族
、
関
係
者
お
よ
び
区
民

内
容

青
空
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

、
こ
ど
も
広
場
、
痩
擬

否
、
バ
ザ
ー
、
花
火

、
盆

踊
り
な
ど

主
催

第
1
7回
足
立
区
障
害

者
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

問
合
せ
先

都
立
城
北
養
護

学
校
a
(
3
8
8
3
)
　
7
2
7
1

□
一
般
・
パ
ー
ト
職
業
紹
介

の
出
張
相
談

日
時

毎
週
水
・
金
曜
日

、

午
後
1
時
3
0分
I
4

時

場
所

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
(
サ
テ
ィ
4
階
)

内
容

▽
水
曜
日
・
:一
般
・

パ
ー
ト
職
業
紹
介

▽
金

臓
日
・・・
パ
ー
ト
職
業
紹
介

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業

安
定
所

き
(
3
8
8
2
)
　
1
2
8
7
-

冫
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文
化
会
館
公
会
堂
廃
止
と

代
替
施
設
の
お
知
ら
せ

文
化
会
館
公
会
堂
は
、
平
成
4

年
8
月
1
日
付
で
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
建
設
中
の
児
童
文
化
セ

ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
(
仮
称
)
が

完
成
す
る
ま
で
の
間
、
既
設
の

産
業
振
興
館
や
区
民
ホ
ー
ル
の

ほ
か
、
竹
の
詼
。
梅
田
両
体
育

館
を
、
代
替
施
設
と
し
て
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
竹
の
筱
体
育
館

は
集
会
、
講
演
会
の
ほ
か
、
文

化
、
芸
能
目
的
に
も
使
え
る
よ

う
に
、
舞
台
、
照
明
、
音
響
に

も
配
慮
し
ま
す
。

竹
の
塚
、
梅
田
体
育
館
の
集

会
、
文
化
目
的
の
利
用
範
囲
、

申
し
込
み
方
法
な
ど
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先

生
涯
教
育
推
進
課

計
画
係

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

ゆめメッセージ

夢 大賞 決定

「
二
〇
一
〇
年
わ
た
し
が
描

く

、
く
ら
し
の
ゆ
め

、
ま
ち
の

ゆ
め
」
を
テ
ー
マ
に
未
来
の
夢

を
募
集
し
た
と
こ
ろ

、
各
部
門

合
わ
せ
て
約
6
千
点
も
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
審

査
し
た
結
果
、5
1人
の
方
が
入

柬
し
、7

月
4
日
文
化
会
館
で

表
彰
し
ま
し
た

。

小
・
中
学
生
か
ら
、
絵
画
2

千
5
3
0作
品

、
作
文
6
8
2作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た

。
そ
の
中
か
ら

絵
画
で
は

、
最
優
秀
寅
の
石
火

矢
幸
平
さ
ん
(
十
五
中
)
、
中
山

由
美
絵
さ
ん
(

十
六
中
)
ほ
か
1
8

作
品
が
、
作
文
で
は
、
最
優

秀
賞
の
北
川
ひ
と
み
さ
ん
(

加

賀
中
)
ほ
か
9
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

夢
大
賞
に
は
4
点
が
選
ぱ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ち
な
ん
だ
賞

を
贈
り
ま
し
た
。
独
自
に
夢
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
提
案
し
、
実
行
し
た
団
体
に

は
、
企
画
特
別
貫
を
、
惜
し
く

も
大
賞
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
1
6

点
に
は
、
ゆ
め
企
画
賞
を
贈
り

ま
し
た
。

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
夢
は

ゆ
め
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
今
後

の
区
政
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
。各

賞
の
内
容
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
基
本
構
想

昔
(
3
8
8
2
了
I
I
I

㈹

情

報 コ ー ナ ー
法 律 相 談( 予約制…竃話予約可) 区民相談室 　( 3882) 1111㈹

□ 区 役 所 本 庁 舎1 陪区 民 相談 窟
相談日は、毎逓月・木● 日、午後　
1眄～4時

□ 中5 爬本 田 庁 舎2 胯S彳g岐 靈
零目談日は、a1月第2- 4冫i 《● 日、午後　
1眄～4範

夢 が 舞 う　 夢 が 翔 ぶ 夢 大 橋' 91
第3 回
足立まつり　概要決定

日時　10月12日( 土) 、13日( 日)
場所 荒川河川敷「虹の広場」、北千

忸三鄙1育叫ま力ヽ
内容　大だこあげ大会、ステ
ージ、こども広場、バザー
・物産展、フリーマーケッ
ト、流し踊り、大仮装コン
クール、パレード、駅前や
ぐら、産業展ほか
問合せ先　足立まつり事務局(

東京商工会議所足立支部03881
―9200、中央本町庁

舎・コミ ュニティ推進課
03880 ―5199)

第15回　緑の写真コンクール
作品募集中

今年も 区゙内の緑、、をテーマに写
真を募集しています。あなたの見つ
けたすてきな緑を写真で紹介してく
ださい。入賞作品は区内外で展示し

ます。
応募要領[ > アマチ ュアのみE> 平
成2 年9 月から3 年8 月に区内で
撮影した自作未発表の作品 冫 カ
ラー プ リント 四ツ切 ふちなし
E>I 人何点でも応募可( 入賞は1　
人1 点) E> 応募作品は返却しま
せん[ > 入賞者はネガも提出

賞 最優秀・・・1点 優秀… 3 点 入
選・・・10点 佳作・・・20点

応募期限8 月31日必者
応募先 太庁舎( 千住) ・緑化係ま
たは区内写真材料商業協同組合加
入カメラ店
※ 応募写真には、応募票を添付し て
ください。応募票は区内の各施設、
上記カメラ店、各鉄道駅などにあり
ます 【無い場合は緑化係へご連絡く
ださい】。
問合せ先 太庁舎( 千住) ・緑化係

a3882- 11n 呎j
第14回特選作品「源平桃のある家」

石井宏美さん撮影

MTB ( マウンテンバイク)クラブ
野や山を自由に走り回れる自転車( MTB)

の講習を行います。
日時9月15・29日、10月6・27日　
( 全4回) 、いずれも午前9時30分　～
正午( 雨天決行)

場所 千住新橋わき
対象 高校生以上
定員20 人( 抽選)

費用500 円( 保険料)
申込方法 往復ハガキに、庄所、氏
名、年齢、電話番号、MTB の有
無、「MTB クラブ希望」と明記

申込期限8 月20日消印有効
申込・問合せ先 青年センター
〒123 西新#1- 4- 17

3890―0061

スタ ンプ ラリ ー /特別記念品(豆はっぴ)贈呈
区の施設や名所、旧跡など20のポ
イントにあるオリジナルスタンプを
集めながら回る「あだちスタンプラ
リー亅。今年で3 年目を迎えました。
誰もが楽しく安全に参加でき、好評
を得ています。
この夏も「オリジナル豆はっぴ」

を特別記念品とし、7 月25日から8
月31日までの期間、先着300人の参加

者に差し上げます。
この夏は、新たにラリ ーポイント
として、六木水の森公園が佐野いこ
いの森公園の代わりに加わり まし
た。ぜひ、ご参加ください。
問合せ先 足 立区 観光協 会事務局
(中央本町庁舎・商工振興課内) 　

03880 ―5191

青少年健全育成絵画
コ ン クー ル 作品 募 集

テーマ「四季の遊び」

子供 の 目 から 見る 様 々な 遊び に
つ い て、 ハ イキ ング 、 藝水 浴、 雪

合戦 、ス ポ ーツ 大会 な ど の様 子を

描 い た作 品を 募 集し ま す。

応 募 資 格 区内 の小 ・中学 生
応募 方法 じ>大 きさ は ハツ 切 く37

× 26 ㎝) か ら四 ツ 切( 52 × 37 ㎝) 、
E> 圃用 祇 は 横に 使用E> 彩 色、

画 材自 由E> 画用 紙 裏 面に 応募
票( 学 校 名、 学年 、 氏名 、 作品

名 を明 記) を 添付 し 、学 校を 通
じ て応 募( 直 接郵 送 も可)

応募 期限9 月13 日
※ 入 選作 の 中 から 数点 を 「す こや

かカ レン ダ ー 」に 掲載し ます 。
申 込 ・問 合せ 先 太 庁 舎( 千 住)・

青 少 年 課 調 整 係 〒120 千 住1　
―4 ―18 魯3882 ―1111 ㈹

中 川 処 理 場 見 学 会

参 加 者 募 集
秋の休日、下水がきれいな水に

生まれ変わっていく様子を見てみ
ませんか。バスで中川処理場へご
案内します。
日時9 月8 日( 日) 、午後1 時
定員50 人( 先着順)
費用 無料
集合場所 北千住駅西口
申込方法 電話予約( 7 月26日力ヽ
ら)

申込・問合せ先 中央本町庁舎 。
計画調整課03880 ―5201

足立まつり 10月10・12・13日

あだ ちスポーツフェスティバル
イベントステージ発表団体募集

名種スポーツ体験、ゲームコーナ
ー、演技発表、アトラクションなど、
子供から大人まで楽しめる催し物が
盛りだくさんの゛スポーツフェステ
ィバル。。メインステージでは、各種
団体の演技発表を予定しています。
日時10月10日( 祝) 、午前9時30分　～

午後4 時
場所 千住新橋グランド 仮設ステー
ジ

対象 区内で活動するサークル( 工
アロビクス、ジ ャズダンス、太極
拳、健康体操、武術など)

参加費 無料
申込期限8 月16日( 参加希望団体
多数の場合は抽選)

申込方法 電話
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・
体育振興係03882 ―1111( 代)

RECYCLE　PAPER
―森 林資 源を大切に―

I . W. H. 240. 000


